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大和　涼子さん
新宿区立天神小学校
スクールコーディネーター

平成15,16年度の2年間の天神小PTA会長を
経て、平成17年度より同校のスクールコー
ディネーターとして活躍。「子どもたちの心を豊かに」をモットーに、会長
時代に築き上げた豊かな人脈と抜群の企画力・実行力を生かして、地域と学
校を結びつけるための様々な活動を展開中。

今回御紹介するコーディネーター
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詳しい内容につきましては、新宿区教育委員会ホームページを御覧ください。　新宿区教育委員会「スクールコーディネーター制度」のホームページ

　http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/division/551000gakushu/chiikikyoiku/sc.htm

平成16年4月より全国に先駆け区立小中学校に配置。

地域の多様な人材や教育資源を学校に導入し、子ども

たちの学習活動や体験活動を充実していくとともに、

より地域に開かれた学校づくりを助け、学校と地域と

家庭をつないでいくなどの重要な支援機能を担っていく。

新宿区におけるスクールコーディネーターの主な活動

週一回程度学校訪問し、職員室に在席します。
■ 学校の依頼に応じ、「総合的な学習の時間」における地域の

人材・資源の確保、学校行事や部活動等での地域人材のコ

ーディネート、PTA支援としての家庭教育学級・講座や自

主事業のための講師、ボランティア探し、その他情報の提

供などを行う。
■ 放課後や土・日曜日に学校施設を活用する「子どもの居場

所づくり」を行う。

天神小では今年初めて、学校で防災キャンプを実施する

ことになりました。学校で実施するにあたり、大和さん

は学校の理解と協力を得るとともに、専門家にアドバイ

スをもらったり、地域・保護者に粘り強く説明したりす

るなど精力的な活動を展開し、実現するに至りました。

（8月19，20日に行われた天神小防災キャンプの様子）

地域と学校をつなぐ地域と学校をつなぐ地域と学校をつなぐ

先生からの依頼を受けて、様々な授業をコーディネートし

てきました。「ニュース番組を作ろう！～天神ニュース」では

プロのアナウンサーや報道関係者を招いて詳しくアドバイス

してもらいました。また伝統楽器の学習では「笙（しょう）」と

いう雅楽の楽器演奏者を紹介して演奏を披露してもらいまし

た。東京フィルハーモニー交響楽団を招いて開催したコンサ

ートには、地域の方がたくさん来てくれました。本物に触れ

ることで子どもたちの表情も変わってきますし、たくさんの

人をひきつけることができます。

�本物のよさを伝えたい！

地域での防犯や防災は、まず地域の方々に子どもたちの顔

を覚えてもらうところから始まります。顔が分からなければ、

いざというときに助けてもらえないですよね。そこで、防災

キャンプをはじめ、年末の町内防火パトロールへの子どもた

ちの参加、天神なかよしまつりなど、地域や保護者の方と子

どもたちが一緒に活動するような企画を数多く実施してきま

した。地域の様々な行事をうまく活用することで、子どもた

ちと地域が触れ合えるようにしたのです。

�子どもたちと地域のかかわりを大切に！

今の子どもたちは、誰かに優しくされたり、大事にされた

りする経験が少ないのではないかと感じます。ですから、地

域と学校が一体となった様々な活動を通して大人と子どもが

触れ合い、地域の大人が子どもたちを大事に、そして優しく

接していくことで、子どもたちの心を豊かにしていくことが

できればと考えています。人に優しくされて育った子どもは、

優しい人になるものです。

�豊かな心を育てていきたい

　「人を集めるのに苦労することもありますが、行事に参加

してくれた人たちが喜んでくれて、また参加したい！と言っ

てくれたときが、すごくうれしいです。」とお話ししてくださ

った大和さん。皆さんの地域でもこのような連携にチャレン

ジしてみませんか！

終わりに

コーディネーターとは（地域によって名称は異なります）
学校外部にある教育力を学校内外の教育活動に効果的に導入する
ために、学校と外部の教育力をつなぐ役割を果たしています。
学校内にコーディネーターがいることで、教員はコーディネー
ターとともに授業を組み立て、実践に臨むことができます。

ａ
救急法。いざ
という時には、
ダンボールを
使って添え木
にすることが
できます。ａ

c

ｂ

b 大震災が起きて校舎内に取り残されたけが人
を子どもたちが救助にいく設定の訓練。けが
人役は大和さんや保護者、先生です。

ｃ重さ60kgの人形を担架に乗せて運ぶのは大
変でした。階段に一苦労。でも人の命の重さ
です。
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ユニバーサル・デザインとは？
年齢、性別、身体、国籍など、人々
がもつ様々な特性や違いを越え、
はじめからできるだけすべての
人が利用・使用しやすい環境、
建物・施設、製品、サービス等の
デザインをしていく考え方。

思いやりの気持ちと助け合う心を育てる授業実践
「ユニバーサル・デザイン」だれもが安心して楽しくくらしていくために！

…………………………… 日立グループ（以下日立）の取組紹介

この授業のここがポイント！

授業後、スタッフの方にお話を伺いました。

終わりに

東京都千代田区丸の内1丁目6番6号

日立製作所 コーポレート・コミュニケーション本部 社会貢献部

電話：03－4564－5040

Mail：shakai.koken.qm＠hitachi.com

日立製作所「社会貢献活動 教育分野への支援プログラム

『ユニバーサル・デザイン』」のホームページ

http：//www.hitachi.co.jp/Int/skk/yoiku/bunya0101.html

日立では、社会貢献活動の一環として、社員ボランティア

による小学生向け「ユニバーサル・デザイン」の授業を提供

しています。今回、世田

谷区立城山小学校と日

立の間を学校支援コー

ディネーターがつなぎ、

6年生の2学級で授業

が実施されました。

グループワークを中心とした実践力をはぐくむ授業
● 全ての人に使いやすいテレビのリモコンのアイデアをグ

ループごとに考えて発表したり、視覚障がい者の方の話を

実際に聞いたりする体験を通して実践力を培います。この

授業では毎回ゲストとして地域に住んでいる障がいのあ

る方にお話をお願いして

います。授業後に校外で

ゲストの方と出会ったと

きに、あいさつなど触れ

合う機会を大切にするた

めです。子どもたちの中

には、「今度スーパーと

かで会ったら、お手伝い

をしてあげる。」と感想

を書いてくれた子もいま

す。まさに実践力をはぐ

くむ工夫ですね。

視点をかえ、より大きな視野で心を育てる授業
● ユニバーサル・デザインという題材を通して、それを創り

出している人の視点から、思いやりの気持ちや助け合う心

をはぐくんでいく授業です。実際に日立で様々な仕事をし

ている社員による授業を受け、直接話を聞いたり話し合っ

たりして学びを深めることで、子どもたちの視野がより広

がります。企業と連携して行うよさが十分に出ています。

スタッフ全員が社員のボランティア！
● 授業を行っている方々は、全員が自分から進んで参加してい

るボランティアです。授業の日は有給休暇を使って参加して

います。ボランティアをするにあたっての研修会や、事前の

打合せも実施しています。

さらに、授業後に子どもた

ちが書いた感想は、一人一

人がしっかりと受け止め、

丁寧にコメントを書いて

送り返してあげるのです。

株式会社 日立製作所 コーポレート・コミュニケーション本部社会貢献部

主任 玉木英美さんのお話

2000年に社会貢献部ができて以来、私た

ちは、社員のボランティア活動の活性化や

社会への関心を高めるため、環境や教育、

福祉をテーマとした社内セミナーを開催し

てきました。その中で、今の子どもたちにできることを考え

たときに、私たちがもっているノウハウを教育の現場に還元

し、日立らしさを出すという視点から、この「ユニバーサル・

デザイン」の授業のアイデアが生まれてきました。

今後は、環境など、他のテーマに置き換えて、授業を開発

していく予定です。そのためにも、学校が何を求めているの

か知るために、先生方に集まっていただきヒアリングを行っ

たりすることができればと思っています。

この授業を担当した、社会貢献部

佐々木洋子さんのお話

授業の内容は、デザイン本部と社員ボラ

ンティアが共同で開発しました。そして授

業のたびにボランティアの皆さんが意見を

出し合い、改善を重ねています。ボランティアの人数も最初

は数名でしたが、今回の授業には12名が参加しました。ボラ

ンティア自身や事務局を務める私たちも常に、「次はもっと

いい授業を」と考え、授業を通して成長させてもらっています。

今回も、先生からの提案を参考に午前と午後で授業の流れ

をかえ、よりスムーズに進めることができましたが、さらに

現場のニーズを吸収できればと考えています。先生方の声を、

どんどん授業に生かしていきたいですね。

日立では、今後学校支援コーディネーターとの連携をさら

に深めていくとともに、これからも学校の声を集め、より学

校のニーズに合ったプログラムを開発していきたいと考え

ています。皆さんの学校でも、このような連携を進めてみま

せんか？

連絡先

連載 第1回
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このコーナーでは、毎回、企業・NPO・地域団体等と学校が連携した取組を御紹介していきます。
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